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 岡山労働基準監督署管内において、高年齢労働者（60 歳以上）の休業 4 日以上の労働災害は、長期的に増加

しています。高齢者は身体機能が低下すること等により、若年層に比べ労働災害の発生率が高く、休業も長期化

しやすいことが分かっています。体力に自信がない人や仕事に慣れていない人を含めた働く人の労働災害防止を

図るために、職場環境改善の取組が重要です。 
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　②　安全な作業靴の着用

作業現場の環境に合った耐滑性があり、つまずきにくい作業靴を着用させている。

　③　歩行時の禁止事項

書類や携帯電話を見ながらの「ながら歩き」、ポケットに手を入れた「ポケットハンド」での歩行や「廊下を走
ること」は禁止している。

　④　危険マップ等の作成・周知

ヒヤリ・ハット情報を活用して、転倒しやすい箇所の危険マップ等を作成して周知している。

　①　つまずき、踏み外し、滑りの防止措置

通路の幅を十分に確保し、整理・整頓により通路、階段、出入口には物を放置せず、足元の電気配線やケーブル
はまとめている。

床面の水たまり、氷、油、粉類等は放置せず、その都度取り除いている。

階段・通路の移動が安全にできるように十分な明るさ（照度）を確保している。

階段には手すりを設けるほか、通路の段差を解消し、滑りやすい箇所にはすべり止めを設ける等の設備改善を
行っている。

通路の段差を解消できない箇所や滑りやすい箇所が残る場合は、表示等により注意喚起を行っている。

高年齢労働者の安全と健康確保のためのチェックリスト

番　号 　　　チ　ェ　ッ　ク　項　目
結  果

　高年齢労働者に多発する労働災害の防止のための対策

転倒防止

高年齢労働者の労働災害が増加しています 

高年齢労働者の労働災害で、最も多い事故

の型は「転倒」です。令和４年は、１２月末現

在 3５％を占めました。転倒を予防するため

には、適切な靴を選ぶことも重要です。右のリ

ーフレットを参考に、サイズだけ 

ではなく、耐滑性の有無、つま先部 

の高さ等の確認を行いましょう。 

高年齢労働者の労働災害割合推移（新型コロナウイルス感染症によるものを除く） (％) 

R4 の高年齢労働者の事故の型 
（Ｒ4.12 現在） 

岡山労働基準監督署 

右リーフレットＱＲコードはこちら ↑ 

12％以上増加 
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              職場環境の改善事例を行いましょう！ 

ハード面の対策としては、身体機能の低下を補う設備・装置の導入が有効です。高齢者でも安全に働き続ける

ことができるよう、以下の例を参考に、事業場の実情に応じた優先順位をつけて改善に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          体力チェックを行いましょう！ 

ソフト面の対策としては、敏捷性や持久性、筋力の低下等の高年齢労働者の特性を考慮して、作業内容等の

見直しを検討することが重要です。事業者、高年齢労働者双方が体力の状況を客観的に把握しましょう。 

ここでは、敏捷性と静的バランスの体力チェック例を紹介します。以下の質問に回答し、評価点を出してく

ださい。その後、実際に体力チェックを行い、自身の感覚と実態のバランスを確認してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 質問回答による評価点よりも実際の体力チェックの評価点が低い場合は、自身の考えより身体 

機能が衰えているため、注意が必要となります。上記テストの詳細な手法等については「転倒等 

災害リスク評価セルフチェック実施マニュアル（※）」を参照してください。（※）QR コードはこちら  

質問内容 回答内容
回答
番号

合計
点数

評価点

敏捷性

静的
バランス

突発的な事態に対する体の反応は素
早い方と思いますか

①素早くないと思う ②あまり素早くない方と思う
③普通 ④やや素早い方と思う ⑤素早い方と思う

歩行中、小さい段差に足をひっかけたと
き、すぐに次の足が出ると思いますか

①自信がない ②あまり自信がない ③少し自信
がある ④自信がある ⑤とても自信がある

電車に乗って、つり革につかまらずどの
くらい立っていられると思いますか

①１０秒以内②３０秒程度③１分程度④２分程度
⑤３分以上

眼を開けて片足でどのくらい立つ自信
がありますか

①１５秒以内②３０秒程度③１分程度④１分３０秒
程度⑤２分以上

合計
点数

評価

2～3 1
4～5 2
6～7 3
8～9 4
10 5

評価点 1 2 3 4 5
（回） ～24 25～28 29～43 44～47 48～

評価点 1 2 3 4 5
（秒） ～15 15.1～30 30.1～84 84.1～120 120.1～

ハード面の対策 

30ｃｍ 

ソフト面の対策 

開閉のくり返し 

下肢の敏捷性を測るため、

どのくらい素早く足を動

かせるか確認します。椅子

に浅く座り、両手で座面を

握り身体を安定させて行

います。 

静的バランス能力を測るため、眼を開けた状

態で片足立ちを行います。靴を脱いで、両手

を腰に置きます。バランスを崩すこともあり

ますので、周囲に物を置かず、補助者が立ち

会い実施してください。２回測定し、良い方

の値を測定値とします。 

【敏捷性】 座位ステッピングテスト ２０秒間 【静的バランス】 開眼片足立ち 

（Ｒ5.2） 

「エイジフレン
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ＱＲコードはこ

ちら 


